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]A 全農農業技術セ ン タ - IJ 、

第 13 回国際作物保護会議 (IPPC) が， 1995 年 7 月 2 日

か ら 7 日 に わ た っ て オ ラ ン ダの ハ ー グ に あ る オ ラ ン ダ国

際会議場で開催 さ れた 。 ハ ー クや は北海 に 面す る オ ラ ン ダ

第 3 の都市で， 国会議事堂 を は じ め と す る 政府機関， 各

国の大使館が集 ま っ て お り ， い わ ばオ ラ ン ダの政治 の 中

心地であ る o 緑が多 く ， 公 園 の 中 の 町 と い っ た雰囲気が

あ る 。 気候冷涼 と 聞 い て い た が， 昼間の戸外 は汗ばむほ

どの陽気であ っ た 。

こ の会議は 4 年 に 1 回開催 さ れて い る が， 作物保護に

関す る 非常 に 広範囲の 内容が議論 さ れ る 。 参加者 は事前

登録者数が約 2 ， 200 名 で あ っ た が， 当 日 参加者 を 含 め る

と さ ら に 多 い と 考 え ら れ る 。 講演総数 は ポ ス タ 一発表 も

含 め る と 1 ， 653 題であ り ， 多数の講演が同時進行で行わ

れた た め ， 筆者一人で は そ の全貌を十分 に 把握す る こ と

は難 し か っ た。 発表項 目 は表 1 に 示す と お り であ る 。 会

議の全体的 な 基調 は IPM を よ り 強力 に推進 し て い き ，

安定 し た 作物生産 を続 け て い こ う と い う 雰囲気 に あ ふれ

て い た が， そ の 内容 は 多 岐 に わ た っ て お り ， 天敵生物，

耐病性品種， Transgenic crop， 発生予察， フ ェ ロ モ ン，

新規農薬， 薬 剤抵抗性 と ， も り だ く さ ん で あ っ た 。 ま

た， 純粋に技術的 な内容だ け で な く ， IPM を 定着 さ せ る

に は どの よ う な制度 ・ 法律が必要か と い っ た 問題， 操業

従事者 に 女性が多 い こ と か ら ， IPM を 女性問題 と 結びつ

け て論 じ て い る 講演 な ど， や や政治的 な 内 容 を 含ん だ も

の も あ っ た。

会議中， 特 に 目 立 つ た の は， 開発途上国の発表であ っ

た 。 講演数 も 多 く ， 内容 も 意欲的 な も の が多か っ た 。 こ

れ に は一つ の 大 き な背景があ る よ う で あ る 。 開発途上国

で は い ずれの地域で も ， こ こ 数年農薬使用量が大 き く 増

加 し て い る 国が多 く ， 昨今の こ れ ら の 国々 の 急激な経済

情勢の変化 を如実 に 表 し て い る 。 ま た ， 農薬使用者 自 体
も こ う い っ た 農薬の使用 に 必ず し も 慣れて い る と は 限 ら

な い よ う であ る 。 字が読 め な い人 も 多 い た め ， 農薬の ラ
ベル に 記載 さ れて い る 使用 方法や使用上の注意が読 め な

い こ と も 指摘 さ れ て い た 。 こ の よ う な状況の 中 で は ， 残

念なが ら 誤使用や事故， 過度の使用 に よ る 薬剤抵抗性の
発達 と い っ た こ と が起 こ り がち であ る 。 こ う い っ た状況

に対す る 反動 と し て IPM 的 な 考 え 方 が に わ か に 注 目 さ
れて い る 。 こ の よ う な 背景が あ る た め ， 欧米諸国の IPM

に対す る 考 え 方 と や や異な っ て い る 点がみ ら れ る 。 欧米
諸国の IPM に 関す る 発表の場合， 必要 に 応 じ て 生物的
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防除， 化学的防除， 物理的防除 を 用 い， コ ス ト 計算 を 綿

密に行い， 環境 に 影響が少な し し か も 最 も 有利 な 方法

で農産物 を 生産 し て い こ う と い う 内容 の 発 表 が 目 立 っ

た 。 こ れ に 対 し ， 開発途上国 の発表で は ， ま ず農薬 を減

ら そ う と い う 考 え 方がやや強 く 出 て い た 。 ま た ， BT 菌の

毒素 を産生す る 遺伝子 を 組 み 込 ん だ作物 (Transgenic

crop) に 関 す る 発表 も 多 か っ た 。 特 に ワ タ での事例が多

い。 こ れ も ， ワ タ を栽培す る 開発途上国で急速 に 農薬 が

使わ れは じ め， 薬剤抵抗性の問題が頻発 し て い る こ と に

起因す る も の であ る 。 メ ー カ ー は市場性 は有望であ る と

み て お り ， ワ タ 以外 に も ト マ ト ， ト ウ モ ロ コ シ で も 実用

化 さ れつ つ あ る 。 さ ら に 生物的防除の枠 を 広 げて い こ う

と い う 試み も み ら れた 。 昆虫寄生性線虫 を利 用 し て コ ガ
ネ ム シ の幼虫 を 防除す る 方法 は す で に 多 く の国 で実用化

さ れて い る が， 同様の線虫 を 用 い て ナ メ ク ジ 類 を 防除 し

よ う と い う 試み も い く つ か み ら れた 。 ま た ， 雑草防除 に

昆虫や植物病原菌 を利用 し よ う と い う 事例 も あ っ た 。

生物的防除 に 関 す る 発表が盛況で あ っ た 半面， 化学農

薬 に 関 す る 発表 は や や地味な印象 を 受 げ た 。 会議の メ イ

ン テ ー マ が IPM であ り ， ま た ， 開発途上国の取 り 組み が

予想以上 に 活発であ っ た た め， 化学農薬 に 関す る 発表が
少な く な り が ち な の は や む を え な い か も し れな し 」 会議

場の ロ ビー に も ， 様々 な企業の ブー ス が設 け ら れ， 製品

の展示やパ ン フ レ ツ ト の配布等が行わ れて い た が， や は

り 最 も 目 立 つ た の は天敵生物 を取 り 扱 っ て い る 企業 の ブ

ー ス であ っ た 。 従来， IPM と い う と 薬剤抵抗性対策や農

薬の環境に対す る 影響 を軽減す る と い う 意味合い が強か

っ た が， IPM が開発途上国 に 普及す る と と も に ， 新た な

側面が浮 び上が っ て き た よ う な 気がす る 。

な お ， 会議中 に ， い く つ かの研究機関 を 見学 す る ツ ア
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図 - 1 ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン大学 に て ， 休 息 の ひ と と き
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表 - 1 発表項 目 に つ い て ( ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン も 含む)

Forum お よ び Symposium

1 .  Safe， affordable and sustainable food for all (4 題)

2 .  Environmental risk assessment : Are we asking the right questions? (8 題)

3. Policy making : A must for the benefit of all (8 題)

4. New Cyanamid technologies for sustainable crop protection (7 題)

Topic 

1 .  IPM， current status in different crop production systems (51 題)

2. Constraints to the use of new organisms to control pests and diseases ( 12 題)

3. Formulation and commercialization of microbialbiocontrol agents ( 19 題)

4 .  Position of crop protection in sustainable agriculture ; from concept to reality ( 10 題)

5.  Development of resistance to diseases and pests using molecular approaches ( 1 1 題)

6. Molecular characterization of disease r巴sistance : the plant and the pathogen (23 題)

7. Pesticide resistance management (29 題)

8. Molecular markers for resistance : Identification and application (10 題)

9. Effects of longterm exposure to low concentration of pesticides and their residues (18 題)

10.  Gender issues and crop protection (14 題)

1 1 .  Biological control of pests， diseases and weeds ( 135 題)

1 2 .  Genetic engineering of biological agents ( 10 題)
1 3 .  Molecular tools for detection and identification of plant pests and pathogens (30 題)

14 . Recent developments in the (bio)chemistry and formulation of new pesticides (24 題)

15.  Durable resistance to pests and diseases (24 題)

1 6 .  Partial resistance and biological control (9 題)

1 7 .  Validation and application of ecotoxicology models ( 10 題)

18. F AO Code of Conduct， results and prospects (9 題)

19. Indigenous knowledge systems (14 題)

20. Institutional constraints to IPM (9 題)

2 1 .  Use of natural enemies in integrated control (36 題)

22 . Use of (computer) models in education and extension (34 題)

23. Introduction of new crop protection methodologies， experiences and frustrations (30 題)

24 . Insecticides with novel modes of action， mechanisms and agricultural importance (16 題)

25. Regulation of plant protection products in the European Union and the U. S. A. : Data 

requirements， evaluation methods， procedures and minor uses (15 題)

26. Components of resistance and their inheritance (77 題)

27 . Effects of multiple exposures to combinations of pesticides and other stresses (3 題)

28. Insect ecology and IPM (7 題)

29 . Global climate change， implications for crop protection (8 題)

30 . Scenario studies for future agriculture and crop protection ( 1 1 題)

31 . Potentials for spread of plant diseases and its control under the present regulations of free 

trading (7 題)

32 . Natural products as leads for (bio)chemical control agents (38 題)

33 . Monitoring and early warning indicators (35 題)

34. Pesticides residues in food (13 題)

35. Ecologically safe altematives for the control of stored product insects ( 13 題)

36. Grasshoppers and locust management ; a world perspective ( 14 題)

37 . Habitat management using IPM (13 題)

38 . Ecology and control ( 101 題)
39. Dutch bilateral cooperation in Africa (4 題)

一 (Technical Excu rsion) が あ っ た の で，ワ ーゲ ニ ンゲ

ン大学の Dep artment of Entomology を 見学 させ て い

ただ い た 。 昆虫の行動 解析装置 が数多 く あ り ， こ れ ら の
装置 を 用 い て 様々 な見虫の行動 を観察す る と い う ， 基礎

的な研究 が多 く 行 わ れて い た 。 天敵 生物 に よ る 害虫防除

を行 う 場合， そ れぞれの個体 が ど う行動 す る か を解析す
る こ と は非常 に面 倒で は あ る が， ぜ ひ と も必要 な こ と で

あ る 。 こ の よ う な基礎研究 に多 く の 労力 を さ い て い る こ
と も ， 今 日 の生物防除王国オ ラ ン ダ を 築 き 上 げた要因 と

な っ て い る の で あろ う 。
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